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合
併
60
周
年

あ
ゆ
み第100号記念特集で、第１号について振り返って

います。

印刷所へ依頼するようになり、
写真も掲載されるようになり
ました。43年前の美の山を望む
風景が掲載されていました。

昭和48年11月 町報みなの第100号発行

昭和61年4月 広報みなの第249号発行

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
み
〜
な
」が
誕
生
。

平
成
23
年
１
月

広
報
み
な
の
第
546
号
発
行

平
成
27
年
７
月

広
報
み
な
の
第
600
号
発
行

平
成
２
年
７
月 

広
報
み
な
の
第
300
号
発
行

平
成
10
年
11
月 
広
報
み
な
の
第
400
号
発
行

昭
和
57
年
3
月 

広
報
み
な
の
第
200
号
発
行昭和53年４月 町報みなの第153号発行

平成19年3月
広報みなの第500号発行

昭和47年１月
町報みなの第86号発行

昭和30年５月
皆野町広報第１号発行

この当時、新婚カップルにインタビューするコー
ナーや昔話のコーナーなどを連載していました。

平成 18 年度から石木戸町政が　
スタートし、迎えた 500 号。
児童・学生の通学のため、長生
荘を経由するなど町営バスの停
留所の追加をお知らせしました。

広報みなの600号を迎えて
見開き１枚からB５版の冊子に変わったのがこの
とき。おなじみの俳句のコーナーや１歳の誕生日
の赤ちゃんの投稿が始まりました。
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元
役
場
職
員　

浅
見　

久
男

　

新
皆
野
町
が
昭
和
30
年
３
月
に
発
足
し
て
か
ら
今
年
は
60

年
目
の
節
目
の
年
で
、
広
報
は
今
月
で
600
号
に
到
達
し
た
と

の
こ
と
。

　

広
報
600
号
と
聞
い
て
想
う
こ
と
は
、
初
期
の
こ
ろ
の
印
刷

は
実
に
質
素
と
い
う
か
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
時
町
に
は
、
謄
写
版
一
台
と
や
す
り
数
枚
が
あ
っ
た
。

や
す
り
の
上
に
蝋ろ

う

が
塗
ら
れ
た
原
紙
を
置
い
て
鉄
筆
で
字
を

書
き
、
そ
れ
を
職
員
が
謄
写
版
で
印
刷
し
た
の
だ
。
途
中
で

原
紙
が
裂
け
て
書
き
直
す
と
、
初
め
の
印
刷
と
は
若
干
異
な

っ
た
も
の
が
出
来
た
り
し
た
。

　

財
政
は
現
在
よ
り
厳
し
か
っ
た
か
。当
時
、国
の
年
間
予
算

は
１
兆
円
台
で
町
の
予
算
は
一
口
に
四
千
万
円
台
と
言
わ
れ

て
い
た
。
ま
た
、
町
の
職
員
は
55
名
で
、
議
会
議
員
は
62
名

だ
っ
た
。

　

広
報
印
刷
を
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
、
き
れ
い
な
広
報
が

配
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
の
こ
と

だ
。

　

広
報
は
町
の
動
き
や
行
事
を
伝
え
る
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
る
。

　

見
る
人
の
立
場
に
な
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
れ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

広
報
600
号
に
想
う

　このたび、「広報みなの」が、皆さまに親しまれ
600号を迎えました。
　広報は町民のみなさまにわかりやすく町政をお伝
えする役割と、町の内外に皆野町の良いところを紹
介する役割を大きく担っています。
　今後とも、明るく読みやすい誌面を目指し発行に
努めてまいります。
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平
成
７
年
８
月
10
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
27
年
４
月
22
日
ま
で
に
皆
野
町
に

住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
選
挙
当
日
ま

で
皆
野
町
に
居
住
し
て
い
る
か
た
。（
失

権
な
ど
に
よ
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
て

い
る
か
た
を
除
き
ま
す
。）

※�

皆
野
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
か
た
で
県
内
の
他
の
市
区
町

村
へ
転
出
し
た
か
た
は
、
現
住
所
地

の
「
住
民
票
の
写
し
」
又
は
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
が
あ
れ
ば
、
皆
野
町
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
27
年
４
月
22
日
ま
で
に
新
住
所

地
へ
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
か
た
は
、

原
則
と
し
て
新
住
所
地
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
野
町

で
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、

住
所
の
移
転
は
市
町
村
を
単
位
と
し

て
１
回
に
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
移
転

先
の
市
町
村
か
ら
、
さ
ら
に
県
内
の

他
の
市
町
村
に
住
所
を
移
し
た
場
合

な
ど
2
回
以
上
移
転
し
た
場
合
に
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
受
付
の
後
、
投
票
用
紙
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

候
補
者
氏
名（
１
名
）を
記
載
し
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

※��

入
場
券
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合
で
も
投
票

　

で
き
ま
す
。
投
票
所
の
係
員
に
お
申

　

し
出
く
だ
さ
い
。（
身
分
証
明
書（
免

　

許
証
な
ど
）の
提
示
を
求
め
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。）

　
投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
は
、「
別

表
１
」
の
と
お
り
で
す
。

投 票 区 投 票 所 投 票 区 域 投票時間

第 １ 皆野総合センター内 戦場・土京区、親鼻区、駒形区、上の台区、下田野区

　

第 ２ 皆野町文化会館内 根岸区、腰区、上原区、上大浜区、中大浜区、下大浜区、原区、下原区

第 ３ 自然休養村管理所内 大字金崎・大字国神・大字大渕・大字野巻の全域・大字下日野沢の一部

第 ４ 旧金沢小学校内 大字金沢の全域

第 ５ わく・ワクセンター内 大字下日野沢の一部、大字上日野沢の全域

第 ６ 三沢小学校内 大字三沢の全域

※配付（郵送）される入場券に記載された投票所で投票してください。

別表１　投票所および投票時間

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

８
月
９
日（
日
）は

埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
！

任
期
満
了
に
伴
う
埼
玉
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
が
、明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
23
日（
木
）

８
月
９
日（
日
）

  

告 

示 

日

  

投 

票 

日

■
投
票
で
き
る
か
た

■
投
票
の
方
法

■
投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
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別表２　不在者投票指定施設（町内）

問合せ　皆野町選挙管理委員会（総務課内）　☎62-1231

戦傷病者手帳 身体障害者手帳
両下肢機能障害 特別項症から

第２項症まで １級もしくは２級体幹機能障害
移動機能障害
心臓機能障害

特別項症から
第３項症まで

１級もしくは３級

じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう機能障害
直腸機能障害
小腸機能障害
肝臓機能障害

１級から３級
免疫障害
介護保険　要介護状態区分　「要介護５」

病　　院 　清水病院
　皆野病院

老人ホーム 　ケアハウス　悠う湯ホーム
　特別養護老人ホーム　悠う湯ホーム

その他施設 　カーサ・ミナノ

期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
冠
婚
葬
祭
や
仕
事
・

旅
行
な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
か

た
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

７
月
24
日（
金
）
～

８
月
８
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時

役
場
２
階
会
議
室

　
期
　
間

　
時
　
間

　
場
　
所

　
　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
女
性
団
員

に
し
か
で
き
な
い
き
め
細
か
な
活
動

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
現
在
全
国

で
多
く
の
女
性
団
員
が
活
動
し
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
皆
野
町
消
防
団
で
は
、
新

た
に
火
災
予
防
・
広
報
・
災
害
時
の

避
難
誘
導
を
主
と
し
た
活
動
を
し
て

い
た
だ
く
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

地
域
の
消
防
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
熱
い
想
い
か
ら
、
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
か
た
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

�

総
務
課
企
画
政
策
防
災
担

当　

☎
62
‐
1
2
3
1

別表３　郵便などによる不在者投票ができるかた

女
性
消
防
団
員

募
集
！

　

■
不
在
者
投
票

　
他
の
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
学
業
な
ど
の
都
合
で
町
外
に

滞
在
の
た
め
、
皆
野
町
で
投
票
が
で
き

な
い
か
た
は
、
あ
ら
か
じ
め
皆
野
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
手
続
を
行
い
、
滞
在

先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

入
院（
所
）中
の
不
在
者
投
票

　

指
定
施
設
に
入
院（
所
）中
の
か
た
は
、

そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

町
内
の
不
在
者
投
票
指
定
施
設
は
、｢

別
表
２｣

の
と
お
り
で
す
。
投
票
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
施
設
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
な
ど
、

「
別
表
３
」
の
要
件
に
該
当
す
る
か
た

は
、
郵
送
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

か
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※�

証
明
書
の
交
付
に
は
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

　

手
が
不
自
由
で
字
が
書
け
な
い
な
ど

自
分
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

た
に
は
、
代
理
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点

字
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投

票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
開
票

　

開
票
は
即
日
開
票
と
し
、
８
月
９
日

（
日
）午
後
９
時
か
ら
文
化
会
館
３
階
会

議
室
Ａ
で
行
い
ま
す
。

　

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た
は
参
観
で
き
ま
す
。
参
観
席
の

定
員
は
20
人
で
、
参
観
券
は
午
後
８
時

45
分
か
ら
先
着
順
に
交
付
し
ま
す
。
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問合せ　マイナンバーコールセンター　☎0570-20-0178
　　　　　午前９時30分～午後５時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

　　　　　※英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語対応
　　　　　☎0570-20-0291

　　　　総務課企画政策防災担当　☎62-1231

マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）
お し え て マ イ ナ ン バ ー

マイナンバー
イメージキャラクター
マイナちゃん

　マイナンバーの通知から利用開始までのスケジュールについてお知らせします。
●マイナンバー制度実施の流れ

ご自宅に通知カードが届きます
　住民票の住所に、12桁のマイナンバー(個
人番号)が記載された通知カードが届きます。
　住民票の住所と異なる所にお住まいのかた
は、受け取ることができないことがあります
ので、ご注意ください。

平成27年10月以降

マイナンバーの利用開始
　税の手続や社会保障の手続で、マイナン
バーの利用が開始されます。申請書などへ
のマイナンバーの記載が必要となります。
　個人番号カードの交付も始まります。
　個人番号カードの交付は無料です。

平成28年１月

通知カードイメージ

個人番号カードイメージ

個人番号　　〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

氏名　　み～な

住所　　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野1420-１

平成　〇年　３月　７日生　　性別　

発行　平成２７年１０月〇〇日

　マイナンバー、氏名、住所、生年月日、性別が記載さ
れています。
　顔写真は掲載されませんので、通知カードだけで
は、本人確認のための身分証明書とはなりません。

　マイナンバー、氏名、住所、生年月日、性別が記載さ
れ、本人の写真が表示されます。
　本人確認のための身分証明書として利用できます。

　民間事業者のかたも、平成28年１月以降、税や社会保障の手続で、従業員などのマイナンバーを記載する必要が
あります。
　マイナンバーの適正な取扱いのため、「マイナンバーの適正な取扱いに関するガイドライン」が作成されています
のでご確認ください。ガイドラインは下記のホームページからダウンロードできます。
　特定個人情報保護委員会ホームページアドレス　http://www.ppc.go.jp/

●民間事業者のみなさまへ
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「ひとりでも  まもるよやくそく  みぎひだり」
（全日本交通安全協会交通安全スローガン入賞作）

●夜歩くときは服装に注意
　夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい色の衣
服や反射材を身に着け、交通事故に遭わないよう注
意しましょう。

●自転車は正しく乗りましょう
　飲酒運転・二人乗り・傘差し・携帯電話
やイヤホンの使用など、危険な運転は絶対
にやめましょう。

●飲酒運転は絶対ダメ
　飲酒運転の危険性を認識し、飲酒運転が悪質な犯
罪であることを自覚しましょう。
　また、酔っぱらって道路で寝る行為も危険です。

　夏の交通事故防止運動を、７月15日（水）から24
日（金）までの10日間で実施します。
　児童・生徒の皆さんは、夏休み中の交通事故に十
分に注意しましょう。

　経済的な理由や災害などにより保険料を
納めることが困難なときは、申請し承認さ
れると保険料が免除されます。

○免除の内容
　保険料の納付が免除（全額・４分の３・半
額・４分の１）されます。本人・配偶者・世
帯主の前年所得による審査があります。
　免除の対象期間は、７月から翌年の６月
までの１年間です。

○若年者納付猶予
　30歳未満のかた（学生を除く）で、本人お
よび配偶者の所得が一定額以下の場合は、
申請により保険料の納付が猶予されます。

○申請　　
　申請先は、町民生活課保険年金担当です。
　過去２年１か月前の分までさかのぼって
申請ができます。申請書は１年度分ごとに
１枚提出することになります。

国民年金保険料の
免除制度があります

問合せ　秩父年金事務所　　　　　☎27-6560
　　　     町民生活課保険年金担当   ☎62-1232

問合せ　総務課企画政策防災担当　☎62-1231

交通事故夏 の防止運動

◆コンクール
　 期　日　８月14日（金）
 　場　所　正調流し踊りコンクール会場／役場　    
　　　　　 おまつり広場
 　　　　　自由おどり会場／本町商店街
 　　　　　※荒天の場合は、文化会館内
 　構　成　１チーム15人以上（先導者含む）
 　申込み　７月17日（金）までに、秩父音頭まつり
　 　　　　実行委員会（商工会内）
　 　　　　☎62-1311

◆来賓接待ボランティア募集！
　まつり会場での来賓接待ボランティア（個人・団
体）を募集します。ご協力をお願いします。
 　申込み　７月24日（金）までに、秩父音頭まつり
　 　　　　実行委員会（商工会内）
　　 　　　☎62-1311 

　誕生・成人・結婚・米寿などを記念して、また会社・団体の創立記
念日などをお祝いして打ち上げる花火を募集します。
　申込み　7月24日（金）までに、秩父音頭まつり実行委員会（商工会内）
　　　　　  ☎62－1311

メッセージ花火を募集しますメッセージ花火を募集しますメッセージ花火を募集します

　５号（５寸）……12,360円
　７号（７寸）……20,600円

　８号（８寸）……30,900円
10号（尺玉）……51,500円

秩
父
音
頭
ま
つ
り

秩
父
音
頭
ま
つ
り

第
47
回

秩
父
音
頭
ま
つ
り

流
し
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　参
加
チ
ー
ム
募
集
!

合歓の盆
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問合せ　税務課課税担当　☎62-1461

～国民健康保険税～
　国民健康保険税は、国保に加入されている被保険者の属する世帯主に対し課税されます。加入者が安心して
医療を受けるための貴重な財源ですので、納期限までに必ず納めましょう。

○所得の申告を必ずしましょう
　国保税の税額は前年の所得に応じて決定します。税額を決定するために、国保の加入者は毎年所得の申告を
することが義務付けられており、前年中に収入がなかったかたも申告が必要です。�
　また、国保に係る給付（高額療養費など）や福祉などの住民サービスを受けるためにも申告が必要ですので、
まだお済みでないかたは忘れずに申告しましょう。

○資格の手続を忘れずに
　国保の加入や喪失の手続を忘れていませんか？�
　手続を忘れてしまうと、さかのぼって国保税を納めることになったり、二重に保険料を納めてしまう
こともあります。こうしたことが起きないように、忘れずに加入・喪失の手続をしましょう。
　なお、年度途中での加入や資格を喪失した場合については、税額を更正します。

○平成27年度の税率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ※［ ］内は旧課税限度額
区　分 医　療　分 後期高齢者支援分 介護分（40歳～ 64歳）

所　得　割 （総所得金額−33万円）�
×5.5％

（総所得金額−33万円）�
×1.1％

（総所得金額−33万円）�
×1.1％

資　産　割 固定資産税額×40％ − −
均　等　割 加入者数×10,000円 加入者数×7,200円 加入者数×7,200円
平　等　割 １世帯14,000円 − −
課税限度額 52万円［51万円］ 17万円［16万円］ 16万円［14万円］

　地方税法施行令の改正に伴い、今年度より課税限度額が改正となりました。

○税金の納付は便利で安心な口座振替で!
　口座振替を利用すれば、窓口で支払いする必要はなく、納め忘れの心配もありません。申込みの手続も一度
行えばそれ以降は継続となりますので、毎年手続をする必要はありません。

○特別徴収（年金天引き）の納期
４月 ６月 ８月 1 0 月 1 2 月 ２月

仮　徴　収 本　徴　収
国保税を平成27年２月の年金から特別徴収されたかた
は、原則として同じ額を仮徴収します。

今年度の年税額から仮徴収額を差し引いた額を特別徴
収します。仮徴収額のみで納め過ぎになる場合には、
過納金を還付します。

皆野町けんこう大使　み～な
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問合せ　町民生活課保険年金担当　☎62-1232

問合せ　健康福祉課福祉介護担当　☎62-1233

　お手持ちの後期高齢者医療被保険者証の有効期限は平成27
年７月31日までです。
　新しい被保険者証を７月中旬に簡易書留郵便で発送します。
（受け取りの際は、印鑑が必要です。）
　７月中に届かない場合は、下記担当まで連絡ください。

　介護保険制度を取りまく環境は、常に変化しています。介護保険制度を健全に運営するため、３年ごとに介護保険事
業計画の見直しを行っています。平成27年４月から、新しい事業計画が実施されたことに伴い、介護保険料も４月から
新たに設定されました。今回の改定は、高所得者の多段階化をし、負担の公平性や低所得者の負担軽減に配慮しています。

介護サービス利用者の負担割合が見直されます（８月から）
２割負担が導入されます　
　制度の持続可能性を高めるため、相対的に負担能力のある一定以上の所得者の自己負担を見直します。

　・第２号被保険者は対象外のため１割負担。

後 期 高 齢 者 医 療 保 険
被保険者証の一斉更新

65歳以上のかたの介護保険料

紫
色
ラ
イ
ン

段　階 対　　　　　　象　　　　　　者 保険料（年額） 算定方法

第１段階
本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が住民税非課税のかた。世帯全員が住民税非課税で、
本人の課税年金収入額＋合計所得金額が80万円以下のかた。

30,600円 基準額×0.5

第１段階 特例 ただし、第１段階特例として、27 ～ 28年度の２年間、右記のよ
うに減額されます。 27,540円 基準額×0.45

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額＋合計所得
金額が80万円を超え120万円以下のかた。 45,900円 基準額×0.75

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額＋合計所得
金額が120万を超えるかた。 45,900円 基準額×0.75

第４段階 世帯内に住民税課税者がいて、本人の課税年金収入額＋合計所
得金額が80万円以下のかた。 55,080円 基準額×0.9

第５段階
本
人
が
住
民
税
課
税

世帯内に住民税課税者がいて、本人の課税年金収入額＋合計所
得金額が80万円を超えるかた。

61,200円
（基準額） 基準額×１

第６段階 合計所得金額120万円未満のかた。 73,440円 基準額×1.2

第７段階 住民税課税で合計所得金額120万円以上190万円未満のかた。 79,560円 基準額×1.3

第８段階 住民税課税で合計所得金額190万円以上290万円未満のかた。 91,800円 基準額×1.5

第９段階 住民税課税で合計所得金額290万円以上のかた。 104,040円 基準額×1.7

現　行 制度改正後（８月から）

利用者の
負担割合

１割
合計所得金額160万円以上、かつ年金収入＋その他の合計所得金額が
単身で280万円、2人以上で346万円以上 ２割

上記以外 １割



申請・問合せ　産業観光課農林振興担当　☎62-1462

ご存じですか?農業補助金制度
町では農業の振興のために、次のような補助を行っています！
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①花木・果樹・たらの苗木20本以上購入した経費。　
②さつまいも、うどなどを農地へ200㎡以上作付け
　るため購入した経費。
購入金額の２分の１（限度額５万円）
領収書・苗木写真・印鑑・振込先口座

　補助対象

　補助金額
　必要なもの

：

：
：

■ 奨励作物補助金

共同または個人で、200㎡以上の農地に
柵などを設置した経費。
設置した経費の２分の１（限度額５万円）
領収書・設置写真・印鑑・振込先口座

　補助対象

　補助金額
　必要なもの

：

：
：

■ 有害鳥獣防護柵等設置費補助金

個人で、自己用家畜ふん肥料を500㎏以上購入した経費。
購入金額の３分の１（限度額３万円）
領収書・印鑑・振込先口座

　補助対象
　補助金額
　必要なもの

：
：
：

■ 有機農業推進費補助金

共同または個人で、500㎡以上の遊休農地を整備し、３年以上耕作する農業者。
遊休農地整備に係る経費の２分の１（限度額５万円）
領収書・農作物栽培計画書・状況写真・印鑑・振込先口座 

　補助対象
　補助金額
　必要なもの

：
：
：

■ 遊休農地活用促進費補助金

共同または個人で設置した、50㎡以上の農業用パイプハウス資材の経費。
※塩化ビニル製の被覆材は補助対象外
購入金額の２分の１（限度額５万円）
領収書・印鑑・振込先口座

　補助対象

　補助金額
　必要なもの

：

：
：

■ 農業用パイプハウス設置費補助金
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